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２
９
３
億
１
０
０
万
円
を
計
上

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

その他　13 億 147 万円（4.4％）

 投
資

的
経費
（1
5.8％）

 義務
的
経
費（
53.2%）

民生費
118 億 4744 万円

（40.4％）

公債費
30 億 3170 万円

（10.4％）

教育費
27 億

5460 万円
（9.4％）

土木費
18 億 1591 万円

（6.2％）

総務費
27 億

1280 万円
（9.3％）

衛生費
22 億 8874 万円

（7.8％）

農林水産業費
26 億 7456 万円

（9.1％）

消防費
8 億 7378 万円

（3.0％）

商工費　10 億 749 万円（3.4％）
議会費　2 億 3135 万円（0.8％）
その他　　　 6263 万円（0.2％）

扶助費
75 億

8966 万円
（25.9％）

人件費
49 億

7130 万円
（17.0％）

公債費
30 億

3350 万円
（10.3％）

物件費
34 億 1147 万円

（11.6％）

繰出金
35 億 8746 万円

（12.2％）

補助費等
17 億 8012 万円

 （6.1％）

普通建設事業費
41 億 813 万円

（14.1％）

その他
8 億 1937 万円（2.8％）

目的別歳出
293億
100万円

性質別歳出
293億
100万円

投
資
的経

費

■
市
税

　
前
年
度
の
収
納
見
込
み
、
税
制

改
正
な
ど
を
勘
案
し
、
前
年
度
よ

り
２
１
９
０
万
円
増
の
61
億
８
９

７
１
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
地
方
交
付
税

　
前
年
度
同
額
の
84
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

■
市
債

　
柳
川
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
や
市
民
体
育
館
大
規
模
改
修
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
、
市
民
文
化

会
館
（
仮
称
）
整
備
推
進
費
が
昨

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
か
ら
、
予
算
計
上
額

が
減
額
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
、
11
億
９
３

９
０
万
円
少
な
い
29
億
４
７
３
０

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
合
併
し
た
市
町
村
に
限
り

特
例
と
し
て
認
め
ら
れ
る
合
併
特

例
事
業
債
は
、
17
億
２
８
６
０
万

円
で
す
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。

歳   

入

【
目
的
別
】

■
民
生
費

　
介
護
給
付
費
や
訓
練
等
給
付
費

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
、
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
整
備

に
対
す
る
保
育
所
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
、
１
億
５
０
８
３
万
円
増

の
１
１
８
億
４
７
４
４
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

■
土
木
費

　
柳
河
団
地
（
仮
称
）
建
設
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
や
、
沖
端
水
天

宮
周
辺
整
備
事
業
費
を
新
た
に
計

上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
、
１
億
９
４
８
万
円
増

の
18
億
１
５
９
１
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

■
商
工
費

　
企
業
立
地
等
促
進
費
と
し
て
ホ

テ
ル
誘
致
建
設
費
補
助
金
、
ホ
テ

ル
誘
致
雇
用
奨
励
金
、
新
規
起
業
・

創
業
支
援
事
業
費
と
し
て
新
規
起

業
支
援
補
助
金
を
計
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
活
用
し
た
観
光
や
商
工
関
係
の

事
業
の
拡
充
を
行
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
、
１
億

８
４
６
２
万
円
増
の
10
億
７
４
９

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
性
質
別
】

　
義
務
的
経
費
は
前
年
度
に
比
べ
、

１
億
９
６
６
０
万
円
増
の
１
５
５
億

９
４
４
６
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
人
件
費

　
行
政
委
員
や
嘱
託
員
、
各
種
協

議
会
・
審
議
会
委
員
な
ど
の
各
種

報
酬
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
、
８
４
３
８

万
円
増
の
49
億
７
１
３
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

■
公
債
費

　
平
成
26
年
度
の
「
柳
川
駅
周
辺

地
区
事
業
」「
柳
川
駅
東
部
土
地

区
画
整
理
事
業
」
な
ど
、
借
入
額

が
大
き
な
事
業
の
元
金
償
還
が
開

始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
、
１
億
３
５
３
９
万
円
増

の
30
億
３
３
５
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

■
普
通
建
設
事
業
費

　
柳
川
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
や
市

民
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
が
終

了
し
た
こ
と
、市
民
文
化
会
館
（
仮

称
）
整
備
推
進
費
が
昨
年
度
か
ら

の
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
か
ら
、
予
算
計
上
額
が
減
額
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
、
10
億
７
７
０
１
万
円

減
の
41
億
８
１
３
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

 自主財源（
30
.4
％
）

依存財

源（
69
.6
％
）

固定資産税
27億8390万円

（9.5％）

市民税
27億7800 万円

（9.5％）

市たばこ税
3 億9500 万円

（1.3％）

軽自動車税
2 億 2560 万円

（0.8％）

その他 721 万円（0.0％）

市
税の
内訳

市
税
の
内
訳

市税
61億 8971万円
（21.1％）

諸収入
8 億 6870 万円（3.0％）

分担金・負担金
3 億 8591 万円（1.3％）

使用料・手数料
3 億 9456 万円（1.3％）
繰越金
2 億円（0.7％）
寄付金
1 億 600 万円（0.4％）
財産収入
3806 万円（0.1％）

地方交付税
84 億円

（28.7％）

市税

国庫支出金
46 億4148 万円

（15.8％）

県支出金
27 億

3313 万円
（9.3％）

地方消費税交付金
11 億 3000 万円（3.9％）

市債
29 億 4730 万円

（10.1％）

その他
2 億 3300 万円（0.8％）

歳入内訳
293億
100万円

地方譲与税
2 億 9700 万円（1.0％）

繰入金
7 億 3615 万円（2.5％）

　
平
成
30
年
度
の
柳
川
市
一
般
会
計
予
算
が
３
月
の
市
議
会
定
例

会
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
昨
年
６
月
に
作
成
し
た

「
第
２
次
柳
川
市
総
合
計
画
」
の
４
つ
の
政
策
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
歳
入
、
歳
出
い

ず
れ
も
２
９
３
億
１
０
０
万
円
で
、
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
た

昨
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
22
億
６
６
０
０
万
円
、率
に
し
て
８
・

４
％
の
増
額
、６
月
補
正
後
予
算
と
比
べ
て
７
億
５
２
４
２
万
円
、

率
に
し
て
２
・
５
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
、
歳
出
予
算
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
の
比
較
に
よ
り
、
特

徴
的
な
と
こ
ろ
を
説
明
し
ま
す
。

※
昨
年
度
当
初
予
算
は
市
長
選
挙
の
た
め
、
骨
格
予
算
と
し
て
編

成
し
た
の
で
、
本
文
中
で
は
６
月
補
正
後
予
算
と
の
比
較
を
行
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
【
問
】市
財
政
課
財
政
係（
☎
77
・
８
４
３
２
）

歳   

出

年度予算３０

　市の予算と家計では、お金の使い道が違うため
単純に比べられませんが、予算額を 10万分の 1
の「29 万 3000 円」として、1か月の家計簿に
置き換えてみました。

予算を「家計」に例えると…

収入（かっこ内は予算科目） 金額
基本給（市税、使用料など） 7 万 5000 円

諸手当（地方交付税など） 8 万 9000 円

親からの仕送り（国県補助金など） 9 万円

銀行からの借入（市債） 3 万円

預金の取り崩し（繰入金） 7000 円

先月の残金（繰越金） 2000 円

支出（かっこ内は予算科目） 金額
食費（人件費） 5 万円

医療費、保育料など（扶助費） 7 万 6000 円

水道光熱費、物品購入費用（物件費） 3 万 4000 円

家や車などの修理、電気製品など
の購入費用（維持補修費、投資的
経費）

 4 万 3000 円

家族への仕送り、自治会費など（繰
出金、補助費等）

5 万 4000 円

借入金の返済（公債費） 3 万円

友達に貸すお金（貸付金） 4000 円

雑費（その他）　 2000 円



柳
川
の
歴
史
・
文
化
・
風
土
に
誇
り
と

愛
着
を
持
つ
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

▼
市
民
文
化
会
館
（
仮
称
）
整
備
推
進

費
＝
３
億
７
８
４
６
万
円

　

新
た
な
文

化
振
興
お
よ

び
交
流
拠
点

と
な
る
市

民
文
化
会
館

（
仮
称
）
の
整

備
を
行
い
ま

す
。（
平
成

29
～
32
年
度

継
続
事
業
）

▼
白
秋
音
楽
祭
（
仮
称
）
実
行
委
員
会

補
助
金
＝
１
５
０
万
円
【
新
規
事
業
】

　
「
赤
い
鳥
」
の
発
刊
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
、
市
や
白
秋
記
念
財
団
、
合

唱
団
な
ど
で
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、

白
秋
の
童
謡
を
中
心
と
し
た
音
楽
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

▼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン･

レ
ジ
デ
ン

ス
事
業
＝
２
５
０
万
円

　

武
家
屋
敷
で
あ
る
旧
綿
貫
家
住
宅
に
、

芸
術
家
を
招
き
、
市
内
で
生
活
し
な
が
ら

芸
術
活
動
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を
行

い
、新
た
な
魅
力
の
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

若
い
世
代
の
希
望
を
叶か

な

え
、
柳
川
の
子

育
て
、
暮
ら
し
に
幸
せ
を
感
じ
る

「
ひ
と
づ
く
り
」

▼
保
育
所
施
設
整
備
事
業
補
助
金
（
ふ

た
ば
幼
稚
園
）
＝
７
５
０
０
万
円
【
新

規
事
業
】

　

認
定
こ
ど

も
園
「
ふ
た

ば
幼
稚
園
」

の
０
歳
児

受
け
入
れ
の

た
め
の
施
設

整
備
に
対
し

て
、
整
備
の

た
め
の
補
助

金
を
交
付
し

ま
す
。

▼
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
費
＝

３
６
４
万
円
【
新
規
事
業
】

　

柳
河
小
、
垂
見
小
、
大
和
中
の
各
校

区
に
地
域
学
校
協
働
本
部
を
設
置
し
、

学
校
や
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
て
学
校

支
援
や
地
域
活
動
、
学
習
支
援
を
行
い

ま
す
。

▼
Ｕ
ー
45
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
支
援
事
業

費
＝
１
６
０
万
円

　

新
築
も
し
く
は
中
古
の
住
宅
を
所
得

し
た
45
歳
以
下
の
人
に
対
し
て
、
５
万

円
分
の
奨
励
金
（
や
な
ぽ
加
盟
店
で
使

用
で
き
る
商
品
券
）
を
１
回
の
み
交
付

し
ま
す
。

水
郷
柳
川
の
風
情
や
快
適
さ
に
共
感
し

人
を
惹
き
つ
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

▼
沖
端
水
天
宮
周
辺
整
備
事
業
費
＝

１
２
９
４
万
円
【
新
規
事
業
】

　

既
存
道
路
の
石
畳
が
破
損
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
補
修
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
道
路
・
掘
割
を
含
め
た
景
観

の
保
全
向
上
を
行
う
た
め
の
事
業
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
招
致
事
業
費
＝

５
０
０
万
円

　

立
花
宗
茂

再
封
４
０
０

年
の
年
で
あ

る
２
０
２
０

年
以
降
を
目

標
に
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
の
招
致
活

動
を
行
い
ま

す
。

▼
柳
河
団
地
（
仮
称
）
建
設
事
業
費
＝

３
億
５
８
５
万
円

　

建
設
か
ら
44
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

し
て
い
る
市
営
柳
河
団
地
を
柳
川
市
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

建
て
替
え
ま
す
。

柳
川
の
地
域
資
源
や
産
物
を
誇
れ
る

「
し
ご
と
づ
く
り
」

▼
柳
川
市
・
西
鉄
グ
ル
ー
プ
連
携
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
負
担

金
＝
１
５
０
０
万
円
【
新
規
事
業
】

　

西
鉄
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
、
本
市
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
届
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
や
滞
在
力
強
化
の
た
め
の
ナ
イ

ト
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
を
行
い
、
恒

常
的
な
観
光
の
強
化
に
結
び
つ
け
ま
す
。

▼
柳
川
観
光
第
２
の
エ
ン
ジ
ン
創
出

事
業
費
＝

６
０
０
０
万

円
　

柳
川
観
光

第
２
の
エ
ン

ジ
ン
と
し

て
、
有
明
海

む
つ
ご
ろ
う

ラ
ン
ド
周
辺

の
再
整
備
を

行
い
ま
す
。

▼
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助
金
＝

８
７
５
万
円

　

柳
川
市
内
で
創
業
す
る
も
の
に
対
し

て
、
創
業
に
係
る
経
費
の
２
分
の
１
の

額
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
新
規
作
物
調
査
研
究
＝
３
０
０
万
円

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
規
作
物
等
研

究
会
で
、
高
収
益
な
農
産
物
の
推
進
に

向
け
、
調
査
や
研
究
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
両
開
地
区
ノ
リ
共
同
加
工
施
設
整
備

事
業
補
助
金
＝
２
億
８
８
２
９
万
円

　

両
開
漁
協
が
整
備
す
る
中
島
漁
港
漁

業
団
地
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　特別会計は、特定の事業を行うために、特定の歳入、歳出を一般会計とは区別して経理する会計です。市には 5
つの特別会計と水道事業会計があり、それぞれの会計の歳入、歳出予算額（1万円未満四捨五入）は次のとおりです。

特別会計 予算額 内容

国民健康保険特別会計 89 億3500 万円

自営業者や農漁業者など、国民健康保険加入者の医療費を支
払う会計。【主な歳入】国民健康保険税 16 億 7243 万円、県
支出金 65 億 909 万円【主な歳出】医療や出産育児一時金な
どの保険給付費 62 億 4160 万円、国民健康保険事業費納付
金 24 億 6443 万円

後期高齢者医療特別会計 10 億3400 万円

75 歳以上の高齢者の医療費の支払いは、県内の全市町村が加
入している県後期高齢者医療広域連合で実施。【主な歳入】保
険料 6 億 8130 万円、一般会計からの繰入金 3 億 4803 万円

【主な歳出】同連合に支払う納付金 10 億 719 万円

下水道事業特別会計 9 億5465 万円

【主な歳入】利用者からの使用料 1 億 6244 万円、一般会計
からの繰入金 5 億 800 万円、国庫支出金 5215 万円、市債
1 億 7310 万円【主な歳出】事業費や維持管理費を含む下水
道費 4 億 93 万円、公債費 5 億 779 万円

住宅新築資金等特別会計 63.2 万円
住宅新築資金等の貸付事業は終了。現在は、貸付金の回収事務、
事業を行うために借りていたお金を返すための事務を実施

公共用地先行取得等特別会計 0.5 万円
公共事業を円滑に進めるため、用地を先行取得するときに活用
する会計。活用に備えて歳入、歳出とも 5000 円だけを計上

水道事業会計

【企業会計】

収益的収入 14億5353 万円 【主な収益的収入】水道料金12億3919 万円【主な収益的支出】
県南水道企業団から水を買うための費用4億7554 万円、人件費
9126 万円【主な資本的収入】事業を行うために借り入れる企業
債2 億2300 万円【主な資本的支出】配水管の布設替えに要する
工事費など3 億6330 万円、企業債の償還金2億2212 万円

収益的支出 14 億1192 万円

資本的収入 2 億6510 万円

資本的支出 6 億5613 万円

特別会計

今年度の主な事業

　平成17年3月31日までに合併申請を行い、平成18年3月31日までに合併した市町村に特例として認められる合
併特例事業債は、平成30年度は、17億2860万円を借り入れ、排水路整備事業や道路整備事業など下記の14事業に活
用する予定です。なお、この合併特例事業債は70％が地方交付税として交付される、財政的に有利な地方債です。　　

合併特例債は 14 事業に 17 億 2860 万円を活用
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※ H29、30 は見込額

◆基金残高

基金・市債残高の推移（一般会計）

◆市債残高

▷柳川庁舎空調設備改修事業＝ 280 万円▷新火葬施設
整備等事業＝ 2 億 4510 万円▷柳川市・みやま市一般
廃棄物処理施設整備事業費＝ 1 億 8810 万円▷排水路
整備事業＝ 4 億 5560 万円▷柳川観光第 2 のエンジン
創出事業＝ 3320 万円▷道路整備事業＝ 2 億 7670 万
円▷三橋筑紫橋線都市計画街路事業＝ 4110 万円▷高

規格救急自動車整備事業＝ 1100 万円▷昭代第一小学
校校舎大規模改造事業＝ 4780 万円▷豊原小学校校舎
大規模改造事業＝ 6400 万円▷矢ヶ部小学校校舎大規
模改造事業＝ 390 万円▷市民文化会館（仮称）整備推
進費＝ 3 億 5080 万円▷名勝水郷柳河保存活用事業＝
420 万円▷スポーツ施設整備事業＝ 430 万円

年度予算
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柳川市第 2次総合計画の 4つの政策目標に沿った主な事業を紹介します。　　　　　　　　

３０

NHK 大河ドラマ招致事業

むつごろうランド周辺整備

ふたば幼稚園施設整備

市民文化会館完成予想図

※ H29、30 は見込額


